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2006年度診療報酬改定にあたり、当会を代表して意見を述べる。

医療保険制度は、憲法25条の規定による国民の「健康権」を人権として保障す

るものである。その内容は「患者一人一人に必要な医療が必要なだけ提供される」

仕組みであることが要請される。その仕組みの根幹をなすのが「現物給付」原則

であり、それを経済的に保障する仕組みとして「診療報酬」制度が存在する。つ

まり、診療報酬は、医療の公定価格として、また、保険診療の範囲を決定するも

のとして、患者に必要な医療を提供できる報酬水準や算定要件になっているかど

うかが問われるのである。

その意味で、上記の理念を顧みることなくもっぱら国の医療費抑制策の一環と

して、3.2％の引下げを決定したことに対して断固として反対する。また、そもそ

も診療報酬引下げを所与の前提に、改定についての意見を求めるということでは、

診療報酬引上げを求める国民の声にどう答えようとしているのか、はなはだ疑問

である。

上記を前提に、以下「平成18年度診療報酬改定に係る検討状況について（現時

点の骨子）」について意見を述べる。

1．初・再診料について
病診格差の是正として、初・再診料ともに、診療所については引下げが提案さ

れている。基本的な技術料である初・再診料の引下げは、地域の第一線医療を担

う開業保険医に対し大きな打撃を与えるものである。特に初診料については、患

者からの主訴を基に治療方針を確定する大切なプロセスであり、現行水準ですら

低すぎることは、厚労省の麦谷課長自身が様々な講演・メディアで主張してきた

ところである。診療所についても引き上げを求めるが、病診格差を是正するので

あるならば、少なくとも病院の点数を診療所並みに引き上げることにより対処す

べきである。

2．慢性期入院医療について
療養病床については、医療保険と介護保険の役割分担の明確化の議論の中、将

来的には医療保険適用に一本化する方針が示されている。一方、診療報酬では、

今回、医療の必要度とADLに応じた包括評価が提案されているが、医療の必要度

の低い患者については、評価を引き下げるとしている。必要度は低くても医療の

必要な慢性期の患者について、このままでは介護保険にも医療保険にも受け入れ

先がなくなってしまう事態が危惧される。医療必要度の低い患者についても必要

な医療が確保できる報酬水準を維持することを求める。

なお、上記に関連して、180日超入院患者の入院基本料の特定療養費化につき、

療養病棟（有床診療養病床）入院基本料を除外する方向が示されているが、そも

そも、療養の給付である入院基本料の一部を長期入院を理由にカットする（まし

てや患者負担とする）こと自体、現物給付の原則から逸脱したものであり、慢性

期の病床を除くのみならず、制度そのものを全廃すべきである。

3．指導管理等について
生活習慣病指導管理料については、薬剤による治療よりも運動習慣の徹底と食

生活の改善を基本とする考え方から、点数の引下げが提案されている。そもそも

薬剤によるコントロールと運動療法・食事療法とは二者択一のものではなく、医

師の裁量と患者の選択により個別に決定されるものである。診療報酬が薬剤使用

を抑制する方向で誘導することはあってはならないと考える。

セカンドオピニオンについては、主治医以外の医師に対する診療情報の提供に

つき、診療情報提供料で評価する方向が提起されているが、セカンドオピニオン

を求められた側の診療報酬につき、特に言及がない。これを特定療養費の対象と

する方向で検討されていると聞くが、これ以上保険外負担を増やすことは許され

ないと考える。

4．在宅医療について
今回提起された「在宅療養支援診療所」については、在宅で最期を迎えること

を選択できるようにするための導入と説明されている。これが患者の意思に反し

て在宅での最期を強いられるよう運用されること（言い換えれば入院医療費の削

減）について危惧を覚える。少なくとも、「在宅看取り数を報告すること」を基

準の要件にすることについては、反対である。

在宅療養支援診療所については、今後、施設基準の中で「24時間対応可能な体

制」や「入院医療機関との連携体制」の具体的な内容が詰められていくと思われ

るが、その基準設定においては、現在、在宅医療を支えている医療機関が要件を

満たせないことにならないよう求める。また、在宅療養支援診療所のみが算定で

きる項目（介護保険上の「特定施設」や特別養護老人ホームでの診療に対する訪

問診療料を算定可能とするなど）が新設されるが、これらは在宅での看取り機能

とは関係なく、在宅医療を行うすべての医療機関について本来認められるべきで

ある。施設入所者の訪問診療算定に道を開くことは評価するが、その際にはでき

る限り上記のような要件を設けるべきではないと考える。

5．リハビリテーションについて
集団療法に係る評価の廃止が提案されているが、現実に集団療養により運動療

法・物理療法が行われている患者について、その機能回復の道を閉ざすことにな

り、認められるものではない。

また、長期にわたるリハビリテーションについては、原則として算定日数上限

を設けるとのことであるが、そもそもリハビリの必要日数については、患者ごと

に個別に必要性が判断されるべきものであり、一律に上限を設けることは受け入

れられない。

6．歯科医療について
かかりつけ歯科医初診料、かかりつけ歯科医再診料については、廃止の方針が

打ち出されている。これらの廃止にあたっては、か初診・か再診で評価されてい

た患者への情報提供などが別途評価され、かつ、一本化後の初再診料そのものの

引き上げが行われることが大前提である。

歯科疾患に係る指導管理体系の簡素化については、この間の中医協の議論をみ

ると、歯科疾患の総合治療管理として、画一的な長期管理システムがイメージさ

れる。患者の個別性が無視されることなく、必要な歯科医療が提供できる報酬体

系になるか疑問である。このような抜本的な体系改定については、具体的内容を

明らかにしたうえでコメントを求めるべきであり、少なくとも拙速な制度導入は

慎むべきである。

補綴時診断料については、算定単位を変更すると提案されているが、これは前

回改定で「１口腔単位」から「１装置単位」に変更されたものである。たった２

年で元に戻すという提案であり、朝令暮改と非難されるべきものである。

7．最後に
今回、初めてパブリックコメントを広く国民に求めたこと自体、評価するのに

吝かではないが、その募集期間が１週間強では、あまりにも短すぎる。次回改定

からは少なくとも１カ月程度の期間を設定すべきである。

また、寄せられた意見がどのように検討され、どのように改定内容に反映され

たかの詳細な情報公開を強く求める。形だけのパブリックコメント募集になって

いないか、われわれ国民が厳しく監視することができてはじめて、本当の意味で

の「中医協改革」につながると考えている。

（2006年１月26日）

2006年  診療報酬・介護報酬改定に関する検討会の開催計画 

日　時 

場　所 

日　時 

場　所 

3月26日（日）午前9時半～ 

石川県地場産業振興センター 

3月26日（日）午後2時～ 

七尾サンライフプラザ 

医科新点数検討会 

4月29日（土・祝日）午前10時～ 

金沢市観光会館大ホール 

4月29日（土・祝日）午後2時半～ 

七尾産業福祉センター 

医科新点数運用説明会 

3月23日（木）午後7時～ 

金沢都ホテル 

歯科新点数検討会 

厚労省は、1月18日に開催した中医協で「2006年度診療報酬改定の骨子案」を確認した。そして、この改定案について国民の意見を反映
するため、同日、「パブリックコメント」の募集をした。石川協会では、これを受けて、「2006年度診療報酬改定に関する意見」をまとめ、厚
労省に対し1月26日付けでコメントを送付した。以下はその全文である。

石川県保険医協会　会長　井沢　宏夫 

2006年度診療報酬改定に関する意見（パブリックコメント） 2006年度診療報酬改定に関する意見（パブリックコメント） 
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最新の資料で分かりやすく 最新の資料で分かりやすく 最新の資料で分かりやすく 
アスベスト関連疾病講演会  ─アスベストに迫る問診法─ アスベスト関連疾病講演会  ─アスベストに迫る問診法─ 

理事　三宅　靖（金沢市・内科） 

十
二
月
十
四
日
、
金
沢
都
ホ

テ
ル
に
お
い
て
当
協
会
主
催
に

よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
に

関
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
に
迫

る
問
診
法
」
と
い
う
演
題
で
、

講
師
は
当
協
会
理
事
の
服
部
真

氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
当
日
は
二
十
年
ぶ
り
と
も

い
わ
れ
る
師
走
寒
波
が
吹
き
荒

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
十
二
医
療
機
関
か
ら
三
十
二

人
の
参
加
が
あ
り
、
熱
心
に
講

演
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
師
の
服
部
真
氏
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
関
連
疾
患
が
社
会
問
題

と
な
る
ず
っ
と
以
前
か
ら
産
業

医
と
し
て
こ
の
問
題
に
関
し
て

研
鑽
を
積
み
、
ま
た
警
鐘
を
鳴

ら
し
続
け
て
き
た
経
歴
の
持
ち

主
で
す
。
氏
の
持
つ
豊
富
な
経

験
と
膨
大
な
資
料
の
中
か
ら
、

よ
り
実
践
的
な
問
診
の
ポ
イ
ン

ト
が
い
く
つ
か
理
解
さ
れ
ま
し

た
。ま

ず
、
ア
ス
ベ
ス
ト
は
建
材

を
中
心
に
非
常
に
広
範
囲
に
使

用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
扱
う

職
業
も
多
岐
に
わ
た
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
一
口
に

ア
ス
ベ
ス
ト
と
い
っ
て
も
い
く

つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら

が
使
用
さ
れ
て
い
た
時
期
、
場

所
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
の

危
険
度
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
種

類
、
暴
露
期
間
、
さ
ら
に
は
喫

煙
の
有
無
で
大
き
く
異
な
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
期
病
変
と
し
て
の

胸
膜
肥
厚
は
、
Ｘ
線
単
純
写
真

で
は
診
断
が
困
難
で
Ｈ
Ｒ
Ｃ
Ｔ

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

正
し
く
リ
ス
ク
を
判
断
し
、
そ

の
後
の
精
密
検
査
、
定
期
検
査

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
し
た
知
識
を
も
っ
て

問
診
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
当
日
紹
介
さ
れ
ま
し

た
「
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）

Ｑ
＆
Ａ
」
は
、
本
紙
新
年
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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～会費・共済保険料の自動振替について～ ～会費・共済保険料の自動振替について～ 
銀行口座からの会費・共済保険料の振替について毎月の振替内容は次のようになっております。 

ご確認をお願いします。 

また、取扱銀行は以下のようになっております。制度により取扱銀行が違いますのでご注意ください。
口座変更を希望される場合は、当協会までご連絡ください。 

会費・グループ保険・ 
第2休業保障 

保険医年金・休業保障 

制　度　名 

三井住友、みずほ、三菱東京UFJ、北國、北陸、福井銀行、金沢信用金庫、 
北陸信用金庫、のと共栄信用金庫、興能信用金庫 

取扱金融機関 

三菱東京UFJ、北國、北陸、福井銀行、金沢信用金庫、北陸信用金庫、 
のと共栄信用金庫、興能信用金庫、石川県医師信用組合 

※振替日が銀行休業日の場合は翌営業日となります。 

第2休業保障 

休業保障 

区　　分 

保険医年金 

会費
　開業医会費　13,500円（月額4,500円×3カ月分） 

　　　勤務医会費　11,400円（月額3,800円×3カ月分） 

グループ保険 

振　替　日 

1.4.7.10月の25日（年4回） 
1月…2～  4月分　  4月…  5～7月分 
7月…8～10月分　10月…11～1月分 

毎月26日 

毎月26日 

毎月25日 

毎月25日 

22医療機関から32人の医師・スタッフが集まった

講師の服部真理事
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最
近
は
大
雪
災
害
、

電
車
事
故
、
幼
い
子
ど

も
や
老
人
の
殺
害
、
嬰

児
の
盗
難
な
ど
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
だ
。

自
殺
者
も
年
間
三
万
人

を
超
え
る
と
い
う
。
国
民
一
人
ひ
と

り
が
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
、
努
力

し
て
い
く
社
会
で
は
、
こ
ん
な
に
異

常
な
こ
と
は
起
こ
り
に
く
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
好
ん
で
フ
リ
ー
タ

ー
や
ニ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

も
あ
る
ま
い
。

景
気
は
上
向
き
に
な
っ
た
と
い
っ

て
も
、
ご
く
一
部
の
企
業
が
好
調
に

な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
大
部
分
の
国

民
は
、
暮
ら
し
が
良
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
格
差
が
広
が
る
ば
か
り

で
あ
る
。

小
泉
内
閣
が
郵
政
民
営
化
を
旗
印

に
し
た
総
選
挙
で
大
勝
し
た
け
れ
ど

も
、
す
べ
て
を
白
紙
委
任
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
現
状
を
変
え
た
い
と
い

う
国
民
の
気
持
ち
が
「
改
革
」
を
支

持
し
た
の
で
あ
る
。
選
挙
で
刺
客
を

差
し
向
け
た
り
、
一
つ
の
反
対
意
見

だ
け
で
除
名
し
た
り
、
靖
国
参
拝
な

ど
で
、
命
を
羽
毛
よ
り
軽
い
と
し
た

六
十
数
年
前
と
似
た
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
る
。

し
か
し
、
改
革
と
い
っ
て
も
ど
う

改
革
す
る
の
か
が
問
題
だ
。
端
的
に

示
し
て
い
る
の
が
「
医
療
改
革
」
で

あ
る
。

医
療
、
介
護
は
機
械
化
で
合
理
化

で
き
る
部
分
も
あ
る
が
、
最
も
大
切

で
大
き
な
部
分
は
人
の
手
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
心
の
交
流
で
あ
る
。
そ

れ
を
経
済
の
面
だ
け
で
決
め
よ
う
と

す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
今
の
診

療
報
酬
で
は
人
件
費
に
し
わ
寄
せ
が

来
て
、
人
手
を
増
や
せ
な
い
。
医
療

事
故
に
過
労
が
関
与
す
る
こ
と
も
周

知
の
事
実
で
あ
る
。集
中
治
療
な
ど
、

不
採
算
部
門
を
い
つ
ま
で
放
っ
て
お

く
の
だ
ろ
う
か
。診
療
報
酬
も
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
そ
れ
に
パ
ラ

メ
デ
ィ
カ
ル
の
技
術
を
も
っ
と
評
価

し
、
そ
れ
に
沿
う
よ
う
に
改
定
す
べ

き
で
あ
る
。
一
つ
の
医
療
機
関
の
複

数
科
で
診
療
を
受
け
て
も
再
診
料
が

算
定
で
き
な
か
っ
た
り
、
人
手
や
手

数
と
時
間
を
か
け
て
も
、
高
価
な
機

械
を
使
用
し
な
い
と
低
い
点
数
と
い

う
の
は
納
得
で
き
な
い
。
す
べ
て
を

混
合
診
療
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
の

は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。

経
済
を
優
先
し
て
生
命
を
二
の
次

に
す
る
と
い
う
点
で
は
、
欠
陥
建
築

と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

無
意
味

無
意
味
な
経
済
改
革

経
済
改
革
で
な
く 

人
の
命
を
守

命
を
守
る
改
革
を

改
革
を 

無
意
味
な
経
済
改
革
で
な
く 

人
の
命
を
守
る
改
革
を 
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診
察
室
は
戦
場
だ 

診
察
室
は
戦
場
だ 

岡
部
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
岡
部
　
源
一
（
七
尾
市
） 

開
業
三
年
目
、
予
約
制
診
療
の
成
果 

テーマ 

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 3

第11回 
は
じ
め
に

自
慢
で
き
な
い
話
な
の
で
す

が
、
講
演
当
日
、
ち
ょ
っ
と
し

た
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
し
て
い

て
酔
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
口

が
良
く
曲
が
ら
ず
、
聴
い
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
に
は
大
変
、

失
礼
し
ま
し
た
。

講
演
で
話
せ
な
か
っ
た
こ
と

を
い
く
ら
か
こ
の
原
稿
に
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
で
き
る

だ
け
多
く
の
こ
と
を
書
き
た
か

っ
た
の
で
箇
条
書
き
に
し
ま
し

た
。目

標
と
し
た
こ
と

①
予
約
制
診
療
を
実
現
し
、

診
察
時
間
を
十
分
と
る
。
②
電

子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
ペ
ー
パ

レ
ス
化
と
デ
ー
タ
の
共
有
化
と

連
続
性
を
実
現
。
③
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
血
液
検
査
、
い
わ
ゆ
る

P
oint

of
care

T
esting

。

診
療
上
の
心
得
と
し
た
こ
と

①
診
察
の
な
い
投
薬
を
し
な

い
。
②
予
約
の
時
間
は
必
ず
守

る
し
、
患
者
に
も
守
ら
せ
る
。

③
診
療
情
報
は
す
ぐ
そ
の
場
で

提
供
。
④
問
診
は
で
き
る
だ
け

詳
し
く
。
⑤
他
の
施
設
で
受
け

た
診
療
内
容
、
検
査
、
投
薬
を

必
ず
確
認
す
る
。
⑥
服
薬
指
導

は
徹
底
し
、
飲
み
残
し
の
な
い

よ
う
に
す
る
。
⑦
検
査
結
果
の

説
明
は
で
き
る
限
り
分
か
り
や

す
く
、
か
つ
詳
細
に
す
る
。
⑧

患
者
自
身
が
、
や
る
気
を
持
て

る
よ
う
に
仕
向
け
る
。

私
が
考
え
た
電
子
カ
ル
テ
の

利
点

①
カ
ル
テ
の
準
備
時
間
が
な

い
分
、
待
ち
時
間
の
短
縮
が
で

き
る
。
②
患
者
説
明
が
迅
速
か

つ
、
分
か
り
や
す
く
で
き
る
。

③
処
方
、
オ
ー
ダ
ー
が
す
ば
や

く
出
せ
る
。
④
カ
ル
テ
の
開
示

が
し
や
す
い
。⑤
カ
ル
テ
管
理
、

医
療
事
務
の
省
力
化
。
⑥
カ
ル

テ
、
検
査
デ
ー
タ
の
保
管
を
省

ス
ペ
ー
ス
化
。
⑦
患
者
の
信
頼

度
Ｕ
Ｐ
、紹
介
患
者
が
増
え
る
。

私
が
考
え
た
電
子
カ
ル
テ
の

欠
点

①
統
一
さ
れ
た
カ
ル
テ
デ
ー

タ
が
な
い
し
、
電
子
カ
ル
テ
そ

の
も
の
が
普
及
し
て
い
な
い
。

（
印
刷
し
な
い
と
診
療
情
報
が

提
供
で
な
い
）
②
地
域
で
の
電

子
カ
ル
テ
の
共
有
化
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
実
現
で
き
て
い
な

い
。
③
電
子
化
し
に
く
い
デ
ー

タ
も
あ
り
一
〇
〇
％
ペ
ー
パ
レ

ス
に
は
な
ら
な
い
。
④
ペ
ー
パ

レ
ス
だ
と
検
査
、
処
方
の
ミ
ス

が
出
や
す
く
、
結
局
、
オ
ー
ダ

ー
を
印
刷
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑤
入
力
、
マ
ウ
ス
操
作
の
ミ
ス

で
オ
ー
ダ
ー
を
間
違
い
や
す

い
。
⑥
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
に

集
中
し
す
ぎ
て
患
者
と
の
対
面

が
少
な
く
な
り
や
す
い
。
⑦
ソ

フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
は

ゼ
ロ
で
は
な
い
（
万
全
な
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
難
し
い
）。

私
が
考
え
た
予
約
制
診
療
の

利
点

①
待
ち
時
間
を
減
ら
せ
る
。

②
駐
車
場
も
混
ま
な
い
。
③
事

前
に
検
査
や
処
方（
院
内
処
方
）

の
準
備
が
で
き
る
。
④
空
腹
時

採
血
、
食
後
二
時
間
採
血
が
徹

底
し
や
す
い
。
⑤
計
画
的
に
診

療
し
や
す
い
。
⑥
時
間
、
手
間

の
か
か
る
患
者
は
空
き
時
間
に

回
せ
る
。
⑦
あ
ら
か
じ
め
患
者

指
導
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

き
る
。
⑧
患
者
自
身
も
計
画
的

に
通
院
で
き
る
。

私
が
考
え
た
予
約
制
診
療
の

欠
点

①
予
約
制
の
意
味
が
正
確
に

理
解
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

②
予
約
を
重
要
視
し
な
い
患
者

が
い
る
。
③
飛
び
入
り
（
予
約

外
）、
新
患
が
い
る
と
予
約
ど

お
り
に
診
療
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
。
④
朝
一
番
（
九
時
診
療

開
始
）希
望
の
人
が
多
す
ぎ
る
。

⑤
一
カ
月
後
が
混
ん
で
い
る
と

い
う
理
由
で
再
診
日
を
遅
ら
せ

て
し
ま
い
、
長
期
処
方
を
誘
導

し
て
し
ま
う
。

い
ま
だ
に
苦
労
す
る
こ
と

一
つ
は
「
薬
だ
け
く
れ
」
と

言
う
患
者
が
い
る
こ
と
で
す
。

必
ず
診
察
を
受
け
る
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
紙
面
に
は

う
ま
く
現
せ
ま
せ
ん
が
、
な
か

な
か
大
変
で
す
。
も
う
一
つ
あ

り
ま
す
。
八
割
く
ら
い
し
か
予

約
が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
予
約
外
の
患
者
は
後
回
し

に
な
る
の
で
す
が
、
こ
れ
も
ま

た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
大

変
で
す
。
次
の
よ
う
に
予
約
徹

底
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
予
約

は
診
察
の
順
番
と
り
で
は
な
い

こ
と
を
説
明
し
、
予
約
の
時
間

ど
お
り
に
来
院
し
て
も
ら
う
。

来
院
で
き
な
く
な
っ
た
時
や
予

約
の
日
時
の
変
更
の
時
に
は
、

連
絡
し
て
も
ら
う
。
新
患
の
方

に
も
で
き
る
だ
け
時
間
予
約
を

し
て
も
ら
う
。

診
察
室
は
戦
場
だ
？

朝
七
時
過
ぎ
に
登
院
し
、
そ

の
日
の
予
約
患
者
の
予
習
を
し

ま
す
。

予
定
の
検
査
を
オ
ー
ダ
ー
し

て
お
き
ま
す
。
患
者
の
病
状
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
プ
ラ
ン
を
あ
る
程
度
下
書
き

し
て
お
き
ま
す
（
こ
の
患
者
を

ど
う
料
理
し
よ
う
か
な
〜
な
ん

て
・
・
・
）。

実
際
に
来
院
さ
れ
た
ら
、
予

診
、
計
測
、
検
査
を
実
行
。
す

べ
て
揃
い
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

プ
ラ
ン
を
練
っ
て
か
ら
診
察
し

ま
す
。

患
者
が
診
察
室
の
ド
ア
を
開

け
る
時
に
は
、
半
分
診
療
が
片

付
い
て
い
る
状
態
？
後
は
、
説

明
、
同
意
、
動
機
付
け
。

人
間
誰
し
も
、
注
意
し
て
も

ら
わ
な
い
と
、
つ
い
楽
を
し
て

し
ま
い
ま
す
。
現
状
に
満
足
し

て
し
ま
い
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
な

状
態
で
い
続
け
て
し
ま
う
患
者

が
い
ま
す
。
ド
ク
ハ
ラ
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
時
に
は
し
か
っ
て
あ

げ
る
こ
と
も
動
機
付
け
に
必
要

と
考
え
ま
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
仕
事
は
「
戦

う
こ
と
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

病
気
と
闘
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、「
患
者
と
戦
う
」
そ
し

て
「
自
分
と
戦
う
」
と
思
っ
て

い
ま
す
。「
患
者
と
戦
う
」
と

は
、
ま
ず
患
者
の
話
を
聴
く
、

そ
し
て
診
察
（
検
査
）
を
し
、

診
断
（
評
価
）
し
ま
す
。
そ
の

結
果
を
患
者
に
返
し
ま
す
。
た

だ
返
す
の
で
は
な
く
理
解
し
て

も
ら
っ
て
自
分
自
身
に
反
映
し

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
よ
り
健

康
に
な
る
た
め
に
は
何
を
す
れ

ば
よ
い
か
を
受
け
入
れ
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
い
か
に
し
て
説

明
し
、
納
得
し
て
も
ら
え
る
か

が
最
大
の
目
標
で
す
。

説
得
力
を
最
大
に
す
る
た
め

に
、
予
約
制
に
し
て
説
明
で
き

る
時
間
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
結
果
を
で
き

る
だ
け
早
く
見
せ
る
こ
と
で
説

得
力
が
強
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
院
内
検
査
を
多
く
し
、

な
お
か
つ
、
迅
速
性
の
あ
る
電

子
カ
ル
テ
を
武
器
と
し
て
導
入

し
ま
し
た
。
特
に
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
的
な
患
者
に
は
、
な
ぜ
内

臓
脂
肪
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る

の
か
、
現
状
は
ど
う
で
、
こ
れ

か
ら
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を

分
か
ら
せ
る
こ
と
が
目
標
で

す
。
分
か
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

私
は
そ
の
患
者
に
勝
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

次
に
「
自
分
と
戦
う
」
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
マ
ラ

ソ
ン
と
同
じ
で
す
。
仕
事
が
き

つ
い
、
辛
い
と
感
じ
な
が
ら
も

走
り
続
け
る
こ
と
。
仕
事
の
場

合
は
ど
こ
が
ゴ
ー
ル
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
患
者
一
人
診
る
た

び
に
、
小
さ
な
坂
を
登
り
切
っ

た
よ
う
な
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
病
気
の
人
を
診
る
の
で
は

な
く
、
病
気
に
な
ら
な
い
（
合

併
症
が
出
な
い
）
よ
う
に
し
て

あ
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
精
神

力
を
集
中
し
て
患
者
と
戦
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

私
の
診
療
ス
タ
イ
ル
だ
け
で

は
な
く
、
私
自
身
独
善
的
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
本
当
に

良
い
こ
と
、
正
し
い
こ
と
を
し

て
い
る
の
か
一
〇
〇
％
の
自
信

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
応

援
し
て
く
れ
る
人
、
一
緒
に
な

っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
る
職
員
が

い
る
限
り
、
人
の
役
に
立
っ
て

い
る
と
信
じ
て
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

診
療
ス
タ
イ
ル
に
お
け
る
一

つ
の
変
わ
っ
た
見
本
と
し
て
、

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

QQQQQQQQQQQQQQQQQ

QQQQQQQQQQQQQQQQQ
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～開業医としての夢を語る～ 

参加費 無料

2006年 2月16日（木）
午後7時半～9時

金沢都ホテル　5階「蓬莱の間」
（ＪＲ金沢駅東口正面　電話076－261－2111）

会員会員デビュー講演・シンポジウム会員デビュー講演・シンポジウム

◇浅妻　茂章 会員 （浅妻医院院長／金沢市・整形外科） 
 ●テーマ　老後の臨床医

◇松井　　裕 会員 （松井皮膚科クリニック院長／金沢市・皮膚科） 
 ●テーマ　portal and screening

◇相木　一秀 会員 （あいき整形外科クリニック院長／金沢市・整形外科） 
 ●テーマ　未定 

◇◆報告・テーマ◆◇ 

保険医協会まで必ずお申し込みください
電話（076）222-5373・ＦＡＸ（076）231-5156
E-mail：iskw_sugino@doc-net.or.jp
（定員に達し次第、締め切らせて頂きます）

ところ

と　き

～開業医としての夢を語る～ 

第
１２
回

第
１２
回

内科ではきわめて珍しい予約診療について詳しく報告された

講師の岡部源一会員
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われわれ医療関係者が日本の製薬メーカーと

欧米のビッグ・ファーマと呼ばれる製薬メーカ

ーを比較するとき、ビッグ・ファーマは、その

売り上げ規模、新薬の開発力において日本のメ

ーカーを凌駕し、将来的には日本の市場を圧倒

するであろう、そして何より米国では、NIHと

かFDAと言った政府機関があり、この信頼度や

権威は、わが国の厚労省や政府の研究機関など

比較にならないものであると思っていた。しか

しながら、この本を読んで、それは今や大きな

誤解であり、社会正義上、許し難い状況である

ことが分かった。

この本は、米国製薬業界のいわば暴露本であ

るが、その著者がNEJMの前編集長であること

から、きわめて大きなインパクトを持つことに

なった。

ビッグ・ファーマの行為については、よくぞ

ここまでと言わんばかりに詳細・綿密に書かれ

ているが、そのいくつかを紹介すると、ビッグ・ファーマが新薬開発力があ

ると言うのは嘘で、そのほとんどは、既製品の構造式などをちょっと変えた

ような「ゾロ新薬」である。しかもビッグ・ファーマが開発したと言われる

画期的な新薬も、ほとんどがNIHがスポンサーとなって、大学やベンチャービ

ジネス、NIH自身が、いわば税金で賄われた成果としてのパテントを買ってい

るだけである。

ビッグ・ファーマが新薬開発に莫大な費用を使っているというのもきわめ

て怪しく、マーケッティング・運営管理費の方が遙かに大きい。特に「ゾロ

新」と呼ばれる新薬には莫大なコマーシャル費用、処方医に対しての販売促

進のための所謂「フェース4」試験などの謝礼として費やされる。

ホワイトハウス、米国議会、NIH、FDAに対するロビー活動、贈収賄工作

も激しく、その結果、後発品の発売を遅らせるための特許期間の延長、新薬

の承認販売までの審査期間の短縮などを実現させた。

一読後、よくまあここまでかの国ではひどいかと思うが、これも「儲けを

大きくすることがすべて」という「市場原理主義」のなれの果てなのか。特

に1990年代になってひどくなったようだ。

それでも著者は、メーカーにしても政府機関にしてもまじめに仕事をして

いる人もたくさんいる。何とか今の状況を改革しなければならないとの正義

感からこの本を書いたのであろう。医師、薬剤師、MRを含めて、すべての医

療関係者に読んで欲しい１冊である。なお福島教授の「前書き」、監訳者の斉

尾武郎氏の「あとがき」なども、日本での医薬品問題を考える上で的確な評

論である。

ハンセン病国賠償訴訟で原告側証人として、

決定的な役割をはたした和泉眞蔵医師の自伝で

ある。

和泉氏は、旧満州生まれ。敗戦後すぐには帰

国せず、父親が満鉄の機関士であったことから、

新制中国で請われて鉄道の復旧に従事した。そ

の関係で、中学まで中国人と机を並べ通学した

が、その時期は中国革命においても最もロマン

に満ちた良い時期であり、「為人民服務」という

精神を学んだ。そのことが、あとの人生に決定

的な影響を持つこととなる。

ハンセン病に取り組もうと思ったのは、帰国

して高校入学後、図書室で長島愛生園での光田

健輔氏の姿と、桟橋で白衣に身を包んだ看護師

の姿を写したグラビア記事を見てからと言う。

苦学して大阪市立大学医学部を卒業し、虎ノ門

病院での研修医生活後、邑久光明園、大島青松園、京都大学ハンセン病施設

で臨床研究に従事。特に京都大学医学部のハンセン病研究施設は初代所長の

小笠原登が有名であるが、その後も西占貢教授など優れた指導者が引き継い

だこと、戦前戦後を通じてハンセン病の入院外来治療を行ってきたこと、外

来治療が保険診療として認められていないころ、特効薬のダブリンを研究費

から捻出して患者に与えていたことなどを始めて知った。

京大でハンセン病の免疫学的研究に従事、シドニー大学の細菌学教室に留

学、細胞性免疫を学び、帰国後、西占教授よりハンセン病の国際協力のため

インド赴任を要請され、引き受ける。以後、国際協力事業団（JICA）の仕事

を一生続けることになり、インド、インドネシアに赴任し、ハンセン病の臨

床・研究に多大な功績を挙げる。

和泉氏が国賠償訴訟にかかわるきっかけはまったくの偶然で、官用船で大

島に向かう船内で担当弁護士と偶然出会ったことによる。あとでこの時の徳

田弁護士が、「神の手が届いた」と表現されるほど劇的であったと言う。和泉

氏の裁判での意見書提出、証人としての発言が、犀川一夫氏や大谷藤郎氏と

並んで決定的な証言となった。

和泉氏の証言は、国の進めてきた絶対隔離政策を徹底的に批判するもので

あるが、それは国立療養所の医官としての立場を掛けての決断だったと思う。

なお、和泉氏はハンセン病についての今日のまだある誤解について、以下

のように述べている。

『例えば政府機関のホームページや療養所が出しているパンフには、「ハン

セン病は、らい菌が起こす感染症ですが、心配いりません。感染力がきわめ

て微弱で幼少期に大量に菌を吸い込むとか、抵抗力の弱った方が頻回に感染

したときまれに発病する」とか言っているが、明らかに間違いである。イン

ドネシアの流行地などの疫学的研究や、免疫学的研究により、ある条件のも

とでは高頻度に感染発病する。もちろん家族内感染もある。大事なのは、こ

の人たちは隔離する必要はまったくないことであり、HIVなど慢性感染症にお

いても隔離という選択はあり得ないし、日本国憲法下では患者にベストの医

療を提供しながら、健康者を感染から守り、患者と共生する道を見つけ出す

ことである』と。

はじめに
ノブレス・オブリージェ（Noblesse Oblige）は、今回紹介する最初の1冊『ビッグ・ファーマ』の前書きである。京都大
学教授の福島雅典氏が、著者のニューイングランドジャーナル（NEJM）前編集長マーシャ・エンジェル医師に贈った言葉で
あるが、どうしてどうして、日本でも今回紹介するハンセン病の治療・研究に半生を捧げた和泉真蔵医師がいる。
このたび、この2冊の著書を取り上げ、その言わんとすることを考えてみたい。

『ビッグ・ファーマ』と『医者の僕にハンセン病が教えてくれたこと』 『ビッグ・ファーマ』と『医者の僕にハンセン病が教えてくれたこと』 

特別寄稿特別寄稿 特別寄稿 2冊の書籍を読んで冊の書籍を読んで 2冊の書籍を読んで 

喜多　徹（野々市町・内科） 

ノブレス・オブリージェ（高貴なる者の義務）を考えさせる2冊 

おわりに
「ノブレス・オブリージェ」は、欧州において貴族などの高い身分の者がその地位に相応した重い責任・義務があるという意

味であるが、今日、医師がもはや高貴なる社会的地位があるとは必ずしも思わないが、目先の損得、地位に固執することなく、

時には自分の良心と社会正義のために思い切った行動をとるということの大切さについて考えさせられた。

■著者：マーシャ・エンジェル

■共監訳：栗原千絵子／

斉尾武郎

■出版社：篠原出版新社

■発行年月：2005年11月

■サイズ：B5判／335頁

■税込価格：2,415円

■著者：和泉眞蔵著

■出版社：シービーアール

■発行年月：2005年11月

■サイズ：B6判／250頁

■税込価格：1,575円

ビッグ・ファーマ 製薬会社の真実 ビッグ・ファーマ 製薬会社の真実 医者の僕にハンセン病が教えてくれたこと 医者の僕にハンセン病が教えてくれたこと 
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公
立
能
登
総
合
病
院
の
村
本

先
生
か
ら
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
書

か
な
い
か
と
の
お
手
紙
を
い
た

だ
き
、「
在
宅
医
療
を
し
て
い

る
仲
間
」
の
言
葉
に
引
か
れ
、

引
き
受
け
ま
し
た
。

私
が
在
宅
医
療
に
関
わ
っ
た

の
は
、
公
立
能
登
総
合
病
院
に

い
た
一
九
八
三
年
か
ら
で
す

（
詳
細
は
、
す
で
に
村
本
先
生

が
お
書
き
に
な
っ
て
い
ま
す
）。

脳
神
経
外
科
で
は
、
在
宅
の
患

者
さ
ん
は
内
科
に
次
い
で
多

く
、
十
人
あ
ま
り
い
た
と
思
い

ま
す
。

在
宅
医
療
を
始
め
る
ま
で

は
、
本
当
に
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
と
の
思
い
が
強
か
っ
た
の
で

す
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と

在
宅
で
も
十
分
に
や
れ
、
満
足

さ
れ
る
患
者
さ
ん
や
家
族
の
方

も
多
く
、
そ
れ
以
後
は
前
向
き

で
在
宅
医
療
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
在
宅
に
し
て
良
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
方
は
、
毎
日
病

院
に
来
て
付
き
添
っ
て
い
た
方

に
多
く
、
在
宅
に
対
す
る
不
安

さ
え
な
く
な
れ
ば
、
病
院
で
の

気
遣
い
も
な
く
、
自
分
の
こ
と

や
家
の
こ
と
を
し
な
が
ら
看
て

い
け
る
こ
と
で
、
在
宅
の
方
が

良
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
で
す
。

一
九
九
一
年
に
公
立
能
登
総

合
病
院
を
辞
し
、
郷
里
の
珠
洲

市
総
合
病
院
に
勤
務
し
ま
し

た
。
す
で
に
在
宅
医
療
は
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
専
任
の
看

護
師
は
お
ら
ず
、
各
科
外
来
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。

経
口
が
で
き
な
い
患
者
さ
ん

に
対
し
て
は
、
経
鼻
胃
管
に
よ

る
経
管
栄
養
が
主
で
、
胃
瘻
造

設
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
公
立
能
登
総
合
病
院

に
い
た
時
に
、
外
科
で
胃
瘻
造

設
を
し
て
も
ら
っ
た
症
例
の
経

験
か
ら
、
在
宅
で
は
経
鼻
胃
管

よ
り
胃
瘻
の
方
が
安
全
で
良
い

の
で
は
と
の
思
い
も
あ
り
、
積

極
的
に
胃
瘻
造
設
を
行
い
ま
し

た
。
胃
瘻
造
設
を
行
っ
て
も
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
す
症
例

や
瘻
孔
か
ら
栄
養
剤
が
漏
れ
る

症
例
な
ど
も
あ
り
、
後
に
こ
の

新
聞
で
小
川
先
生
の
『
お
サ
ル

先
生
の
在
宅
入
門
』を
読
ん
で
、

あ
の
症
例
で
は
こ
う
し
て
い
れ

ば
良
か
っ
た
の
か
と
反
省
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
し
た
。

一
九
九
四
年
に
訪
問
看
護
室

が
で
き
、
脳
神
経
外
科
外
来
の

Ｓ
看
護
師
が
専
任
と
な
り
ま
し

た
。
当
初
、
ス
タ
ッ
フ
は
Ｓ
看

護
師
一
人
で
し
た
が
、
訪
問
看

護
室
を
立
ち
上
げ
、
積
極
的
に

夜
間
や
休
日
の
緊
急
に
も
対
応

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務

方
で
も
、
在
宅
患
者
さ
ん
の
入

退
院
に
は
病
院
車
を
い
つ
で
も

出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
三
カ
月

ほ
ど
遅
れ
て
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
も

始
ま
り
、
そ
の
後
は
ス
タ
ッ
フ

も
増
え
て
訪
問
看
護
室
は
充
実

四
十
住
　
伸
一 （
珠
洲
市
・
脳
神
経
外
科
） 

在
宅
医
療
に
か
か
わ
っ
て（
そ
の
一
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

5

無
床
診
療
所
と
し
て 

ど
こ
ま
で
や
れ
る
か 
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糖尿病治療の三本柱は、「運動療法」「食事療法」「薬物療法」であるこ

とは有名ですが、運動療法は「なんとなく身体を動かせばよい」「よいの

はわかるが実行できない」というように、適切に理解し実行されていない

のが現状です。そこで、われわれ理学療法士は運動療法の導入と継続支援

に貢献するために活動を始めています。

【運動の効果は、糖の消費とインスリン抵抗性の改善】
運動効果は、筋による糖の利用促進を図るだけでなく、筋のインスリン

抵抗性を改善し、円滑な糖の利用を促す効果が科学的にも証明されていま

す。

また、運動と食事療法の併用により脂肪細胞が減少し、ますますインス

リン抵抗性が改善され、動脈硬化を抑制する効果も認められています。

しかし、運動が強すぎる（きついと感じる運動）と、運動後に血糖値が

上昇したり、下肢の関節障害が出現しますので、適切な運動方法を理解し、

継続的に行うことが大切です。

【理学療法士は運動療法の専門家を目指しています】
理学療法士は、脳血管障害や整形外科疾患などの運動機能障害に対する

リハビリテーション治療を行っています。加えて、近年の高齢化社会や生

活習慣病の増加によって、疾病予防の観点から理学療法を実施する場面が

増加しています。

そこで、糖尿病の知識を持ち、適切な運動療法を実施するために、糖尿

病療養指導士の資格を取得し活動しています。県内で糖尿病療養指導士を

持つ理学療法士は18人（全国で249人ですので、全国一有資格者の多い県

です）であり、広く糖尿病の運動療法を指導するには、まだまだ人材不足

です。そのため、県内の理学療法士向け研修会や、石川県糖尿病療養指導

士研究会の企画で、一般医療職向け運動療法研修会を開催して運動療法の

啓発を行っています。

【他職種と連携した活動】
運動することによる安心感から、食べ過ぎたり、運動後に低血糖を起こ

したり、足の管理が不十分で運動ができなくなることなどを防ぐため、食

事療法や薬物療法、生活指導を併用した治療が必要です。そのため、医

師・看護師・管理栄養士・薬剤師・臨床検査技師らと連携したチーム医療

を行っています。

糖尿病療養指導士資格を取得することによって、他の職種の専門性や活

動内容を知り、連携した活動がなされるようになりました。

【適切な運動療法の普及】
糖尿病治療に運動療法が重要なことは知られていながら、効果的な運動

や継続した運動があまり実施されていないようです。そこで、生活習慣に

適応した具体的な運動を提案し、

継続して運動ができるように支援

する環境づくりのため、社団法人

石川県理学療法士会に生活習慣病

予防班を設置し、組織としての活

動を始めています。

6回シリーズ 

その⑤ 運動療法を多くの方に実施してもらうための活動（理学療法） 

片田　圭一（石川県立中央病院リハビリテーション部）   

て
て
い
ま
す
。

翌
年
、
パ
ー
ト
な
が
ら
理
学

療
法
士
（
昨
年
九
月
ま
で
）
が

入
っ
た
の
を
機
に
、
訪
問
車
を

購
入
し
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
も
開
始
し
ま
し
た
。
四

人
い
る
看
護
師
は
訪
問
看
護
の

経
験
は
な
く
、
症
例
に
よ
っ
て

は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
経
験
を

積
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
訪

問
の
患
者
さ
ん
は
数
人
（
多
い

時
で
七
〜
八
人
）
で
す
が
、
ほ

か
に
施
設
の
往
診
患
者
さ
ん
が

二
十
数
人
い
る
た
め
、
定
期
の

訪
問
診
療
は
月
一
回
し
か
行
け

な
い
の
が
現
状
で
す
。
四
月
か

ら
、
念
願
だ
っ
た
常
勤
の
作
業

療
法
士
が
入
り
ま
す
。

今
後
は
、
無
床
診
療
所
と
し

て
、
デ
イ
ケ
ア
も
含
め
、
在
宅

医
療
を
ど
こ
ま
で
提
供
で
き
る

の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。
脳
神
経
外
科
の
在

宅
患
者
さ
ん
は
十
数
人
で
し
た

が
、
訪
問
日
は
大
学
か
ら
応
援

が
来
る
水
曜
日
の
午
前
中
し
か

と
れ
ず
、
定
期
の
訪
問
診
療
は

月
一
回
し
か
行
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
病
院
に
関
す
る

限
り
、
在
宅
医
療
は
自
己
完
結

型
の
対
応
が
で
き
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
四
月
に
開
業

し
、
診
療
の
な
い
水
曜
日
の
午

後
を
、
往
診
、
訪
問
診
療
に
当

訪問車を購入し、訪問看護、訪問リハビリも開始
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保険医協会の医師たちと法律家が「人権」について徹底討論 

本書が明らかにする 
「ハンセン病」「731部隊の生体実験」「薬害」「終末期医療」… 

その隠された真実とは？ 

2005年10月5日発行

「人権」のテキストがここに完成！

『人権と医療』 『人権と医療』 『人権と医療』 
石川県保険医協会社会保障セミナー

1冊 1，000円（税込み）
（A4判122頁）

会員には10月半ばに1冊無料でお送りしました。 

保健、医療、福祉関係者をはじめ、患者さん、学生、主婦、 
そして自治体関係者・・・、すべての人々に薦めます 

～医師と法律家の対話～
※お申し込みは、「『人権と医療』希望」とご記入の上、お名前・送付先住所・電話
番号・冊数を明記して、FAXで下記までお申し込みください。振込用紙を同封してお
送りします。FAX番号は、お間違いのないよう、お気をつけください。 

〒９２０‐０９０２  石川県金沢市尾張町２丁目８の２３
太陽生命金沢ビル６階

─お問い合わせは事務局の杉野まで─ 

発行  石川県保険医協会

●電話：076（222）5373／FAX：076（231）5156

監修　井上英夫（金沢大学法学部教授）
報告集

「人命を最も尊ばなくてはならない」医師たちの 

7回にわたる「社会保障セミナー」における 

「人権」についての学びの記録が、 

ここに集約 
・ 
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今回の『医療・福祉研究2005年・第15号』

では、特に「特集／憲法と社会保障」が読み

応えのある内容となっています。

現行の憲法の価値や役割、そして何か難し

くて遠い存在に感じられる憲法が実は生活保

護や医療保険、介護保険といった具体的で身

近な問題と密接に関連しているのだというこ

とをあらためて認識させてくれる特集です。

改憲が叫ばれる今こそ、憲法の重要性を再

認識し、憲法をより発展させることが出来る

よう生活の中で取り組む努力をしていく必要

があると感じました。そして、そのことは憲

法第12条に明記されている国民の「不断の努

力」に他ならないと考えさせられる特集でし

た。

また、講演「ハンセン病と人権」は、人権

について深く考えさせられる内容となってい

ます。実際に谺雄二さんのお話を聞かせてい

ただいた際にも痛感しましたが、「無知」とは非常に恐ろしいことであり、「無知」

であることで様々な問題を放置し、人々を傷つけることもあるのだと思います。

人は一人で生きているわけではありません。また、“今”があるのはそれまでの歴

史があるからです。現在の事象や目の前にあることだけでなく、身近な視点から過

去や他の人のことに少しでも目を向け、想像力を働かせていくことができれば、こ

の日本もより良い方向に進んでいくのではないだろうかと今回の第15号を通して感

じました。

様々な「改革」や社会の変化の中で、自らのことで精一杯になりがちですが、周

囲や過去を見つめ直すそんなきっかけとなるようなお話や論文がいくつも収載され

ています。人権や憲法といった普遍的で誰もが関連する内容を多分に含んでいる内

容ですので、是非読まれることをお勧めします。

主な掲載内容 講演 ハンセン病と人権  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .谺　　雄二

特集 憲法と社会保障

暮らしと福祉、平和と人権―敗戦後60年に― . . .井上　英夫

改憲問題と憲法25条  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .藤澤　宏樹

生活保護基準決定の改善に向けて  . . . . . . . . . . . .布川日佐史

健康権保障と混合診療  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .工藤　浩司

憲法と介護保障  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .横山　壽一

●お申し込みは協会まで

TEL 076（222）5373
FAX 076（231）5156

2006年「医療改革」

は、患者の窓口負担や

保険料の引き上げ、保

険のきかない医療の拡

大など、大変過酷な内

容になっています。

保団連では、これら

の医療改革にストップ

をかける運動を広める

ための学習資料とし

て、このたび『グラフ

でみるこれからの医

療』を発刊しました。

カラーグラフを多用

した大変分かりやすい

編集で、問題点などが

一目瞭然の資料集で

す。

価格も１冊5 0 0円

（税・送料込み）に押さえ、保健・医療・福祉関係者はもと

より、一般の方々にもお求めやすい価格になっています。

会員にはすでに１冊無料で送付しましたが、追加注文を受

け付けますので、どしどしお申し込みください。また、会員

以外の『石川保険医新聞』の読者の方なら、どなたでも申し

込むことができます。

※お申し込みは、必要冊数、医療機関名（または職業）、

電話番号、お名前、送り先をご記入の上、FAXまたはE-mail

でお願いします。振込用紙を入れてお送りします。

石川保険医協会
FAX：076-231-5156

E-mail：iskw_sugino@doc-net.or.jp
お問い合わせはお電話で

076-222-5373

「医療・福祉研究 
　　　　　2005年・第15号」 
「医療・福祉研究 
　　　　　2005年・第15号」 

編集・発行　医療・福祉問題研究会 『グラフでみる 
　これからの医療』を発刊 
『グラフでみる 
　これからの医療』を発刊 

2006年医療改革の 
　　　　　　  全容が分かる！ 

ぜひ、お読み下さい 

2006年１月15日
保団連発行
A4判・70頁

１冊500円（税・送料込み）

2005年10月10日発行
B5判・125頁

1冊1,000円（税・送料込み）
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1．天台宗と最澄
それまでの南都仏教（奈良仏教）は、

優秀な人だけが学ぶことができる学問

仏教であり、また、一部の仏道修行者

しか成仏できないとされていました。

しかし、最澄は、「すべての人はみな平

等に成仏できます。一乗思想すなわち、

ひとつの乗り物に乗っている」と説き

ました。

2．真言宗と空海
空海が密教を主体とする真言宗を開

きました。密教理論では、大日如来と

一体となって修行すれば、その人は生

きながらにして仏になることができる

とされています。つまり、悟ることが

できます。

3．浄土宗と法然
法然の教えは、「難しい学問や厳しい修行は一切不要。そんなことはし

なくてもいいですから、ただ専ら“南無阿弥陀仏”と念仏をとなえなさい。

現世は苦しくても、必ず浄土に生まれ変わることができ、幸せになります

から」というのです。

4．浄土真宗と親鸞
悪人正機説「善人でさえ往生できるのですから、まして悪人が往生でき

るのはいうまでもない」と説きました。善人とは、自力で修行して往生し

ようとしている人です。つまり、まだまだ自分の力を信じているわけで、

阿弥陀仏の力を全面的に信じきる心がけに欠けているダメな人。これに対

して悪人とは、自分はどんなに修行しても救われがたいと思っている人。

ですから親鸞は、悪人が救われるのですから、善人も自分の心を捨てて他

力（阿弥陀仏の本願力）に任せきる気になれば往生できると説きました。

5．臨済宗と栄西
臨済宗の教えの基本は、座禅修行によって本来の自己に出会うことです。

「人間は生まれながらにして仏の心を持ち、本来みな清らかである」。しか

し、本来の自己は、ふだんは迷いの底に埋もれているので見えません。そ

こで、座禅によって迷いの雲をはらい、本来の清らかな自己を見出そうと

いうわけです。

6．曹洞宗と道元
道元の疑問「お釈迦様は、“人間は生まれながらにして仏の心を持って

おり、もともと仏である”というが、ならば、仏になる修行など必要ない

ではないでしょうか」に対し、中国曹洞宗の高僧・如浄は、「仏になろう

として修行するのではありません。仏の心があるからこそ修行ができるの

だ」と答えました。曹洞宗の座禅は、目的も意味も求めません。考えるこ

とも効果を期待することもなく、ただ一心に、全身全霊で座禅することで

す。

7．日蓮宗と日蓮
「民衆はこの世でこそ救われなければ意味がありません。来世で救われ

るなどという念仏信仰は、民衆の現実の苦しさから目を背けさせる欺瞞で

す」。

のぼる君の のぼる君の 

日本の仏教＆開祖たち 
マンガで悟る 

日本の仏教＆開祖たち 
小島　登（内灘町・歯科） 

⑲ 
マンガで悟る 

徳川幕府は、仏教界と庶民を管理するために、すべての人をいずれ

かのお寺の檀家として登録させる寺請制度（檀家制度）を定めました。

これにより仏教界は厳しい修行や布教の必要がなくなりました。医療

界も規則や制度に振り回されることなく、人の心を見失わないように、

七大宗派開祖の教えに触れてみてください。

●多田一夫／マンガ

拓人社／編

●出版社名：双葉社

●出版年月：2005年12月

●税込価格：1,365円

●サイズ：縦21cm / 262頁

ク
レ
ム
リ
ン
で
紹
介
さ
れ
る

の
は
、
旧
ソ
連
の
聖
地
と
も
言

え
る
レ
ー
ニ
ン
廟
で
あ
ろ
う
。

赤
の
広
場
に
面
す
ク
レ
ム
リ

ン
の
壁
の
前
に
レ
ー
ニ
ン
廟
が

あ
る
。
ソ
連
時
代
、
こ
の
上
に

共
産
党
幹
部
が
並
ん
だ
。
ク
レ

ム
リ
ン
の
壁
は
、
革
命
に
ゆ
か

り
の
あ
る
多
数
の
人
々
の
墓
所

と
も
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
片

山
潜
の
骨
も
納
め
ら
れ
て
い

る
。別

名
「
雀
ヶ
丘
」
と
も
い
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
ス
ズ
メ
が
お

り
、
モ
ス
ク
ワ
市
内
を
一
望
で

き
る
最
も
高
い
場
所
。
モ
ス
ク

ワ
大
学
の
裏
手
に
あ
り
、
新
婚

さ
ん
が
記
念
撮
影
に
必
ず
訪
れ

る
名
所
で
あ
る
。
旅
行
中
、
数

組
の
カ
ッ
プ
ル
に
出
会
っ
た
。

ガ
イ
ド
の
説
明
で
は
、
ロ
シ
ア

人
は
、
割
合
、
早
婚
だ
が
、
離

婚
率
も
高
い
と
の
こ
と
。
再
婚

も
よ
く
み
ら
れ
、
新
婦
の
ド
レ

ス
は
、
初
婚
が
白
、
再
婚
は
ピ

ン
ク
か
赤
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

離
婚
の
原
因
は
、
夫
の
経
済
力

不
足
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
が
多

い
よ
う
だ
。

ロ
シ
ア
人
の
平
均
寿
命
は
、

ソ
連
崩
壊
後
、下
降
し
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
の
統
計
で
、
男
五

十
八
・
八
歳
、
女
七
十
二
歳
で

あ
る
。
人
口
減
少
に
関
し
て
、

日
本
と
の
大
き
な
違
い
は
、
日

本
で
は
平
均
寿
命
が
延
び
る
一

方
、
出
生
率
が
低
下
し
て
い
る

の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
で
は
平
均

寿
命
の
延
び
が
な
い
ま
ま
、
出

生
率
が
低
下
し
て
い
る
。
原
因

の
一
つ
と
し
て
、
乳
児
死
亡
率

の
異
常
な
高
さ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
国
家
財
政
の
破
綻
に
よ

る
医
療
制
度
の
貧
困
が
一
因
と

も
い
わ
れ
る
。

ロ
シ
ア
人
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
、
菜
園
を
兼
ね
た
郊
外

の
「
別
荘
」。
別
荘
と
は
名
ば

か
り
で
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
風
の
ほ

っ
建
て
小
屋
の
よ
う
な
質
素
な

建
物
。
冬
に
備
え
、
野
菜
や
き

の
こ
の
収
穫
、
保
存
、
そ
し
て

短
い
夏
の
貴
重
な
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

ソ
連
が
崩
壊
し
、
経
済
が
低

迷
し
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
の
十

年
間
、
給
与
未
払
い
と
い
う
深

刻
な
社
会
問
題
が
生
じ
た
時
、

人
々
が
暮
ら
し
て
い
け
た
の

は
、
ダ
ー
チ
ャ
で
の
野
菜
栽
培

な
ど
で
自
家
消
費
を
賄
っ
た
か

ら
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。
ほ

か
に
タ
ン
ス
預
金
（
国
内
流
通

通
貨
の
三
〜
四
倍
）
と
副
業
収

入
（
白
タ
ク
な
ど
）
の
お
か
げ

と
の
分
析
も
あ
る
。

ダ
ー
チ
ャ

人
口
減
少
問
題

ヴ
ァ
ラ
ビ
ョ
ー
ヴ
ィ
丘

レ
ー
ニ
ン
廟

い
ま
だ
進
行
中
の 

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ 
寄　稿 

ロシアを旅して ロシアを旅して 
4回シリーズ・その② 

石
倉
　
彰（
金
沢
市
・
脳
外
科
） 

現
地
の
日
常
生
活
で
は
、
食

料
品
は
潤
沢
で
、
価
格
も
廉
価

な
よ
う
だ
が
、輸
入
品
は
高
い
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
は
日

本
の
二
〜
三
倍
。野
菜
は
冬
期
、

品
不
足
気
味
で
高
値
と
な
る
。

衣
料
、
靴
な
ど
で
、
作
り
の
し

っ
か
り
し
た
も
の
は
、
日
本
に

比
し
数
倍
高
い
。
暖
房
費
、
電

気
料
、
上
下
水
道
費
は
政
策
的

に
低
く
抑
え
ら
れ
、
寒
さ
対
策

も
十
分
で
あ
る
。
零
下
二
十
五

度
以
下
で
は
、
日
本
人
学
校
は

経
済
状
況

休
校
と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
内
で
見
る
自
動
車
は
、
旧

式
が
多
く
汚
れ
て
お
り
、
洗
車

さ
れ
た
車
は
極
め
て
少
な
い
。

二
〇
〇
四
年
の
ロ
シ
ア
で
の
外

国
車
販
売
台
数
を
み
る
と
、
①

現
代H

y
u
n
d
ai

（
韓
国
）
②
ト

ヨ
タ
③
フ
ォ
ー
ド
⑤
三
菱
⑥
日

産
の
順
で
、
日
本
車
は
故
障
が

少
な
く
、
好
評
の
よ
う
だ
。
ガ

ソ
リ
ン
代
は
一
リ
ッ
ト
ル
約
十

九
ル
ー
ブ
ル
（
七
十
五
円
）
で
、

平
均
月
収
約
七
万
円
の
市
民
に

と
っ
て
の
自
家
用
車
は
、
高
価

な
買
物
で
あ
る
。
地
下
鉄
、
バ

ス
、
路
面
電
車
を
使
っ
て
の
市

内
市
外
交
通
網
の
整
備
は
非
常

に
発
達
し
て
お
り
、
料
金
も
距

離
に
関
係
な
く
一
律
で
安
い

（
一
回
乗
車
に
つ
き
二
十
〜
三

十
円
）。

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
（
立
て
直

し
）
は
、
い
ま
だ
進
行
中
と
の

印
象
を
受
け
る
。

ヴァラビョーヴィ丘（雀ヶ丘）の新婚カップル
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会
員
投
稿 

言
わ
せ
て
も
ら
お 
言
わ
せ
て
も
ら
お 

大
和
　
一
成
（
門
前
町
・
精
神
科
） 

会
員
投
稿 

食
育
に
取
り
組
ん
で 

食
育
に
取
り
組
ん
で 

小
島
　
登
（
内
灘
町
・
歯
科
） 

原稿募集中 原稿募集中 
読者の方々の原稿を随時募集しています。

本紙が、保健・医療・福祉にかかわる方々の交

流の場としての役割を果たせられれば幸い

です。 

字数は６００字～８００字程度。詳しくは事務

局の杉野までお問い合わせください。 

 編集部への連絡先は、 

１面の題字左側にあります。 

666666666666666

6
6
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6
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6
6
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6
6
6
6
6
6
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読
者
投
稿 

新
年
号
を
読
ん
で 

新
年
号
を
読
ん
で 

　
塚
　
亮
三
（
能
美
市
） 

昔
、
地
方
医
師
会
の
役
員
改

選
の
時
に
机
の
下
に
潜
り
込
ん

で
隠
れ
て
い
て
、
周
囲
の
人
に

何
を
し
て
い
る
の
か
と
不
思
議

が
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
司
会

者
と
目
が
合
う
と
何
か
役
を
押

し
付
け
ら
れ
は
し
な
い
か
と
怖

れ
た
か
ら
だ
。
役
員
に
な
る
の

が
嫌
な
の
は
会
の
都
合
で
自
分

の
思
想
信
条
を
曲
げ
る
の
が
あ

ま
り
好
き
で
な
い
か
ら
だ
が
、

役
員
嫌
い
の
私
が
数
年
前
代
議

員
に
な
る
役
を
仰
せ
つ
か
っ

て
、
一
度
金
沢
の
ホ
テ
ル
ま
で

出
掛
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

会
の
半
ば
に
突
然
司
会
者
の
方

が
「
こ
れ
か
ら
こ
の
場
を
医
師

連
盟
の
会
に
切
り
替
え
ま
す
」

と
い
う
意
味
の
発
言
を
さ
れ

て
、
あ
る
党
所
属
の
代
議
士
の

話
を
は
じ
め
た
の
で
、
私
は
驚

い
て
憤
慨
し
て
そ
の
場
を
飛
び

出
し
て
、
そ
れ
き
り
代
議
員
の

会
へ
出
席
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。医

師
と
い
う
職
業
に
就
く
人

は
、
世
間
で
は
一
応
知
識
階
級

と
見
な
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と

私
は
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

政
治
に
関
し
て
は
丸
き
り
無
知

で
主
体
性
の
無
い
人
種
だ
と
今

は
思
っ
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
フ
ェ

ス
ト
選
挙
と
言
わ
れ
た
前
の
参

議
院
選
挙
の
時
で
も
、
一
体
、

中
央
の
役
員
の
方
々
は
あ
ら
ゆ

る
政
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を

ち
ゃ
ん
と
読
ん
で
比
較
し
て
い

る
の
か
し
ら
と
疑
っ
た
。
読
ま

な
い
限
り
、
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

選
挙
の
意
義
な
ど
無
い
わ
け
だ

か
ら
だ
。
そ
し
て
今
度
の
衆
議

院
選
挙
の
場
合
は
も
っ
と
ひ
ど

か
っ
た
。
そ
の
あ
げ
く
医
療
費

削
減
が
固
ま
っ
て
「
こ
ん
な
結

果
に
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
」
と

一
番
お
偉
い
方
が
テ
レ
ビ
の
前

で
憤
慨
し
て
見
せ
て
も
、
私
は

そ
ん
な
こ
と
前
か
ら
分
か
っ
て

い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
自
分
た

ち
で
こ
ん
な
結
果
を
招
い
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
怒
鳴
り
た
く
な

る
。昨

日
ま
で
私
た
ち
は
、
医
療

費
自
己
負
担
値
上
げ
反
対
の
署

名
用
紙
を
患
者
さ
ん
た
ち
の
前

に
広
げ
て
記
入
を
お
願
い
し
て

い
た
の
だ
。「
い
つ
も
署
名
運

動
だ
ね
」
と
患
者
さ
ん
に
皮
肉

ら
れ
な
が
ら
。

そ
の
署
名
は
一
体
ど
う
な
っ

た
の
？

一
月
二
十
六
日
（
木
）、
内

灘
町
町
民
福
祉
部
町
民
生
活
課

か
ら
の
依
頼
で
、
向
粟
崎
保
育

所
保
育
室
に
て
開
か
れ
た
育
児

講
座
「
歯
科
医
か
ら
見
た
　
離

乳
期
か
ら
の
口
腔
育
成
を
考
え

た
食
」
に
出
席
し
た
。
〇
〜
二

歳
児
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ

ん
三
十
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
っ

た
。最

近
、
保
育
現
場
な
ど
か
ら

「
噛
ま
な
い
子
」「
噛
め
な
い
子
」

や
「
な
か
な
か
飲
み
込
ま
な
い

子
」
と
い
う
よ
う
な
報
告
が
多

く
あ
る
。
そ
し
て
、
診
療
室
で

も
ゴ
ロ
ゴ
ロ
う
が
い
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
舌
打
ち
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
ま
た
、
口
の
中
に

多
く
の
変
化
（
歯
の
噛
み
合
わ

せ
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、

舌
が
細
く
て
弱
々
し
く
、
舌
の

縁
に
歯
の
痕
が
つ
い
て
い
た

り
）
が
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
、

二
〇
〇
六
年
新
春
特
別
号
の

記
事
の
中
で
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ

イ
在
宅
医
療
④
在
宅
で
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
を
夢
見
て
（
そ
の

二
）
・
終
末
期
と
ユ
ー
ト
ピ
ア

と
い
う
安
田
紀
久
雄
氏
の
一
文

が
目
に
止
ま
っ
た
。

私
は
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
経
営
者
で
あ
る

が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
い

て
も
終
末
期
ケ
ア
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
い
時
代

に
な
っ
て
き
た
が
、
ホ
ー
ム
で

の
看
取
り
終
え
を
三
例
経
験

し
、
最
終
的
に
医
療
機
関
に
委

ね
た
も
の
の
、
一
カ
月
以
内
に

亡
く
な
っ
た
方
も
五
人
を
数
え

る
。
そ
の
他
、
一
カ
月
以
上
生

存
者
が
四
人
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
長
期
入
院
患
者
を
抱

え
る
財
政
状
態
に
な
い
。

安
田
氏
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
「
今
の
日
本
の
状
況
で
は
、

在
宅
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
同

じ
く
）
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と

に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
困
難
と

問
題
が
あ
る
」。
こ
の
課
題
を

離
乳
期
に
原
因
が
あ
る
咀
嚼
発

達
障
害
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
の
食
生

活
を
身
体
発
育
の
た
め
に
「
何

を
ど
れ
だ
け
」
食
べ
る
か
と
い

う
「
栄
養
素
栄
養
学
」
の
角
度

か
ら
見
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
今
回
は
、
機
能
の
発
達
の

た
め
に
「
ど
の
よ
う
に
し
て
」

食
べ
る
か
と
い
う
視
点
で
、
口

腔
領
域
の
機
能
獲
得
期
と
、
機

能
の
発
揮
の
仕
方
を
学
ぶ
幼
児

期
前
半
を
中
心
に
お
話
し
し

た
。今

後
、
ま
す
ま
す
核
家
族
化

が
進
む
中
、
育
児
に
悩
む
お
母

さ
ん
の
子
育
て
支
援
と
し
て
協

力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も
保
険
医
協
会
は
、
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
食
育
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

克
服
す
る
た
め
に
は
、
開
業
医

や
訪
問
看
護
師
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
在
宅
や
ホ
ー
ム
で
看
取

り
終
え
を
希
望
す
る
者
す
べ
て

が
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
う
。
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何
と
し
ゃ
れ
た
美
し
い
映

画
な
ん
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

カ
メ
ラ
、
せ
り
ふ
、
音
楽
、

俳
優
・
女
優
、ス
ト
ー
リ
ー
、

小
物
、
街
、
す
べ
て
が
美
し

い
。出

だ
し
が
い
い
。
ミ
シ
ェ

ル
・
ル
グ
ラ
ン
の
哀
切
に
満

ち
た
調
べ
が
流
れ
て
、
シ
ェ

ル
ブ
ー
ル
の
港
に
面
し
た
石

畳
の
道
に
雨
が
降
っ
て
く

る
。
そ
こ
を
通
り
か
か
っ
た

カ
ッ
プ
ル
が
赤
い
傘
を
開

き
、
歩
き
去
る
。
青
い
傘
、

白
い
傘
、
黒
い
傘
が
道
を
縦

に
、
横
に
、
斜
め
に
通
る
。

水
兵
は
傘
を
さ
さ
ず
に
そ
そ

く
さ
と
過
ぎ
去
る
。
コ
ー
ト

を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
い
る
人

や
乳
母
車
と
婦
人
が
通
り
過

ぎ
る
の
を
待
つ
傘
の
列
な
ど

を
道
の
上
か
ら
撮
っ
た
カ
メ

ラ
ワ
ー
ク
が
素
晴
ら
し
い
。

そ
し
て
こ
の
映
画
の
せ
り
ふ

は
、
す
べ
て
歌
な
の
だ
！
オ

ペ
ラ
と
ち
が
い
、
そ
の
節
回

し
は
軽
妙
で
あ
る
。

物
語
は
、
傘
屋
の
娘
と
自

動
車
修
理
工
の
恋
と
別
れ
で

あ
る
。
一
九
五
七
年
十
七
歳

の
ジ
ュ
ヌ
ビ
エ
ー
ブ
と
二
十

歳
の
ギ
ー
は
結
婚
を
誓
っ
て

い
た
が
、
ギ
ー
は
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
戦
争
に
徴
兵
さ
れ
て

行
っ
て
し
ま
う
。
別
れ
の
夜

に
子
ど
も
を
宿
し
た
ジ
ュ
ヌ

ビ
エ
ー
ブ
だ
が
、
ギ
ー
か
ら

の
手
紙
は
時
々
し
か
来
な

い
。
待
っ
て
い
よ
う
と
い
う

気
持
ち
と
、
こ
の
ま
ま
だ
と

不
安
だ
と
い
う
思
い
に
さ
い

な
ま
れ
る
中
、
傘
屋
の
窮
地

を
救
っ
て
く
れ
た
宝
石
商
の

カ
サ
ー
ル
が
彼
女
に
恋
す
る

よ
う
に
な
る
。
は
じ
め
は
そ

の
思
慕
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
母
の
勧
め
も
あ

り
、
彼
女
は
気
持
ち
が
動
い

て
し
ま
う
。
子
ど
も
は
二
人

で
育
て
る
こ
と
に
し
て
、
つ

い
に
結
婚
し
、パ
リ
に
去
る
。

一
年
五
カ
月
後
、
足
に
負

傷
し
た
ギ
ー
が
帰
還
し
、
再

び
前
の
修
理
工
場
に
勤
め
る

が
、
心
は
す
さ
ん
で
し
ま
っ

た
。
自
分
の
名
付
け
親
の
お

ば
の
エ
リ
ー
ズ
が
亡
く
な

り
、
エ
リ
ー
ズ
の
面
倒
を
見

て
く
れ
て
い
た
気
立
て
の
や

さ
し
い
マ
ド
レ
ー
ヌ
と
や
が

て
ギ
ー
は
結
ば
れ
る
。
そ
し

て
彼
の
夢
だ
っ
た
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
を
経
営
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

一
九
六
三
年
十
二
月
の
ク

リ
ス
マ
ス
に
、
パ
リ
か
ら
娘

を
連
れ
て
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
に

来
て
い
た
ジ
ュ
ヌ
ビ
エ
ー
ブ

が
、
給
油
の
た
め
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
に
寄
り
、
ギ
ー
と

偶
然
に
再
会
す
る
。
そ
の
と

き
実
際
は
二
十
一
歳
だ
が
、

役
の
上
で
は
二
十
三
歳
の
ド

ヌ
ー
ブ
の
息
を
飲
む
美
し

さ
！
雪
の
降
る
中
、
彼
女
を

事
務
所
へ
と
誘
い
、
お
互
い

の
元
気
な
こ
と
を
確
か
め
る

ギ
ー
。
し
か
し
自
分
の
子
ど

も
に
は
会
わ
ず
に
、
給
油
が

済
ん
だ
こ
ろ
、
も
う
行
き
な

さ
い
と
彼
女
を
諭
す
。
彼
女

が
車
を
出
し
た
後
、
マ
ド
レ

ー
ヌ
が
男
の
子
を
連
れ
て
買

い
物
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
そ

の
子
を
ギ
ー
は
出
迎
え
、
雪

の
中
、
抱
き
し
め
て
跳
ね
回

る
。
何
と
美
し
い
終
わ
り
方

だ
ろ
う
！
何
度
見
て
も
涙
、

涙
な
の
だ
。

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その⑪ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘 
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監
督
】ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ミ 

【
出
演
】カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
ヌ
ー
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ニ
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マ
ル
ク
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ミ
シ
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レ
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ェ
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一
九
六
四
年（
仏
） 
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マ
イ
ナ
ス
ウ
エ
ー
ブ
の
恐
怖 

ま
た
ま
た
負
け
る
話
で
恐
縮

で
す
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
極
意

は
負
け
た
と
き
の
処
し
方
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
悟
り
始
め

て
（
？
）
い
る
の
で
、
あ
え
て

書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 

１６ 

い
ま
す
。

一
口
に
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
負

け
る
」
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い

ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
る
で
真
綿
で
首
を
絞

め
ら
れ
る
よ
う
に
、
少
し
ず
つ

負
け
が
重
な
り
、
気
づ
い
た
と

き
は
挽
回
不
能
に
な
っ
て
い
る

と
き
、
思
い
切
っ
て
ド
カ
ン
と

大
張
り
し
て
失
敗
し
た
と
き
、

な
ど
な
ど
で
す
が
、
筆
者
と
し

て
は
、
一
番
怖
い
の
は
マ
イ
ナ

ス
の
ビ
ッ
グ
ウ
エ
ー
ブ
と
し
か

言
い
よ
う
の
な
い
状
況
に
飲
み

込
ま
れ
る
こ
と
で
す
。
具
体
的

に
い
う
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ

ク
で
は
こ
ち
ら
が
絵
札
二
枚
の

二
十
で
待
っ
て
い
る
と
き
、
デ

ィ
ー
ラ
ー
が
Ａ
と
絵
札
（
最
強

の
手
）
だ
っ
た
り
、
チ
ャ
ン
ス

手
と
判
断
し
て
ス
プ
リ
ッ
ト
や

ダ
ブ
ル
ダ
ウ
ン
な
ど
で
賭
け
金

を
上
乗
せ
し
て
、
十
九
と
か
二

十
と
い
っ
た
手
に
な
り
、
し
め

し
め
と
思
っ
て
い
る
と
、
デ
ィ

ー
ラ
ー
が
カ
ー
ド
を
五
枚
も
六

枚
も
引
い
た
挙
句
に
ぴ
っ
た
り

一
つ
上
の
二
十
や
二
十
一
に
着

地
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が

延
々
と
続
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
マ
イ
ナ
ス
ウ
ェ
ー
ブ

は
な
ん
の
予
告
も
な
く
現
れ

（
当
た
り
前
で
す
が
・
・
）
い

つ
ま
で
続
く
か
見
当
が
付
き
ま

せ
ん
。
そ
の
間
に
こ
ち
ら
の
資

金
を
根
こ
そ
ぎ
持
っ
て
い
っ
て

し
ま
い
そ
う
に
な
る
の
で
す
。

確
率
論
的
に
は
「
そ
ん
な
こ
と

も
あ
る
」
と
し
か
い
い
よ
う
が

な
い
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
ば

か
り
は
「
仕
組
ま
れ
て
い
る
と

し
か
思
え
な
い
！
」
と
叫
び
た

く
な
り
ま
す
。
筆
者
の
友
人
で

も
バ
カ
ラ
と
い
う
ゲ
ー
ム
（
か

つ
て
ハ
マ
コ
ー
こ
と
浜
田
幸
一

元
代
議
士
が
何
億
円
か
負
け
た

と
い
う
あ
れ
で
す
）
で
の
っ
け

か
ら
十
七
連
敗
し
た
人
が
い
ま

す
。
ち
な
み
に
バ
カ
ラ
は
勝
ち

負
け
が
ほ
ぼ
半
々
な
の
で
、
最

初
か
ら
十
七
連
敗
す
る
確
率
は

約
十
三
万
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
筆
者
自
身
も
前
回
の

ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
滞
在
で
、
こ
の

マ
イ
ナ
ス
ウ
エ
ー
ブ
に
ぶ
ち
当

た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
最
終
日
の
前
日
の
夕
方
の

こ
と
で
し
た
、
そ
れ
ま
で
は
、

ほ
ぼ
ト
ン
ト
ン
で
い
つ
も
通
り

の
百
六
十
単
位
の
資
金
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う

す
ぐ
帰
る
の
だ
か
ら
と
思
い
、

賭
け
金
を
い
つ
も
の
倍
の
二
単

位
に
し
て
勝
負
に
出
ま
し
た
。

そ
の
と
き
で
す
、
来
た
の
で
す
、

マ
イ
ナ
ス
ウ
ェ
ー
ブ
で
す
。
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
一
時
間

足
ら
ず
で
カ
ジ
ノ
資
金
の
半
分

の
八
十
単
位
を
失
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
「
こ
れ
は
ま
ず
い
」

と
思
い
（
ち
ょ
っ
と
遅
い
？
）

ウ
エ
ー
ブ
か
ら
抜
け
出
す
最
も

確
実
な
方
法
を
取
り
ま
し
た
、

つ
ま
り
「
ゲ
ー
ム
を
止
め
て
席

を
立
っ
た
」
の
で
す
。
し
ば
ら

く
休
ん
だ
後
、
気
を
取
り
直
し

て
賭
け
金
を
さ
っ
き
ま
で
の
四

分
の
一
つ
ま
り
〇
・
五
単
位
に

し
て
粘
ろ
う
と
思
っ
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
や
は
り
一
時

間
弱
で
、
さ
ら
に
二
十
単
位
を

失
い
ま
し
た
。
何
の
こ
と
は
な

い
、
賭
け
金
を
四
分
の
一
に
し

た
ら
、
負
け
も
四
分
の
一
に
な

っ
た
だ
け
で
、
マ
イ
ナ
ス
ウ
エ

ー
ブ
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
以
上
は
続
け
ら
れ
ま

せ
ん
、
ビ
ー
ル
を
買
っ
て
部
屋

に
も
ど
り
、
そ
れ
を
チ
ェ
イ
サ

ー
に
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
ス
ト
レ
ー

ト
で
飲
み
（
こ
の
飲
み
方
も
ち

ょ
っ
と
問
題
で
す
が
・
・
・
）

ふ
て
寝
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

目
覚
め
て
、
落
ち
着
い
て
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
帰
り
支
度
を

整
え
ま
し
た
。
残
り
は
約
三
時

間
で
す
。
資
金
は
も
う
六
十
単

位
に
減
っ
て
い
ま
す
・
・
・
。

最
悪
で
も
二
十
単
位
は
残
そ
う

と
思
い
、
四
十
単
位
を
握
り
し

め
て
最
後
の
勝
負
を
挑
み
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
や
は
り
状
況
は

変
わ
り
ま
せ
ん
、
あ
っ
と
い
う

間
に
、
こ
こ
で
負
け
た
ら
残
り

二
十
単
位
に
な
っ
て
し
ま
う
ぎ

り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
に
追
い
込
ま

れ
、
こ
ち
ら
の
手
は
Ａ
が
二
枚

で
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
十
、「
え
ー

い
、
い
っ
て
し
ま
え
！
」
と
Ａ

今
年
は
大
雪
だ
。
一
昨
年
、
熊
が
徘
徊
し
た
わ
が
街
、
つ

つ
じ
が
丘
の
積
雪
量
は
一
メ
ー
ト
ル
を
優
に
超
え
、
一
月
の

連
休
に
は
屋
根
雪
を
下
ろ
し
た
。
町
中
と
は
一
度
〜
一
・
五

度
ほ
ど
気
温
が
低
く
、
夏
は
日
中
、
汗
を
か
く
が
、
夜
は
涼

し
く
窓
を
閉
め
て
寝
な
い
と
寒
く
感
じ
る
ほ
ど
快
適
だ
が

（
わ
が
家
は
日
中
、
扇
風
機
の
み
で
ク
ー
ラ
ー
な
し
の
健
康

生
活
を
送
っ
て
い
る
）、
冬
、
特
に
雪
が
降
る
と
高
齢
者
は

大
変
だ
。

開
発
か
ら
四
十
五
年
た
つ
団
地
の
高
齢
化
率
は
二
五
％
を

越
え
た
。
高
齢
者
夫
婦
世
帯
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
も
多

く
、
十
年
前
か
ら
、
都
会
の
子
ど
も
た
ち
を
頼
っ
て
転
居
す

る
人
、
町
中
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
替
え
る
人
が
続
い
て
い

る
。
つ
ま
り
、
住
み
替
え
を
必
要
と
し
た
の
だ
。

十
三
年
前
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
参
加
・
協

力
し
た
時
、『
自
宅
を
処
分
す
る
か
ら
ぜ
ひ
、
入
居
さ
せ
て

欲
し
い
』
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
、

在
宅
医
療
に
も
取
り
組
み
な
が
ら
、
私
自
身
の
問
題
と
し
て

も
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
終
の
棲
家
と
し
て
住
み
つ
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
住
ま
い
づ
く
り
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
建

築
家
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
な
ど
の
医
療
関
係
者
も
含
め
て
、
市
民

参
加
の
「
ふ
れ
あ
い
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ

た
。
こ
れ
ま
で
、
学
習
会
や
集
合
住
宅
な
ど
の
見
学
を
進
め

て
き
た
が
、
今
年
は
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
（
集
合
住
宅
）

建
設
を
具
体
化
す
る
準
備
を
始
め
て
い
る
。

既
存
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
を

中
心
に
し
て
い
る
の
で
共
有
ス
ペ
ー
ス
も
少
な
く
、
隣
の
人

の
顔
も
知
ら
ず
に
生
活
す
る
こ
と
が
多
い
と
聞
く
。
私
た
ち

の
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
住
居
の
中
庭
に
子
ど
も
た
ち

が
遊
べ
る
広
場
を
造
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
･
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
、
別
棟
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
も
で
き
る
よ

う
な
多
目
的
ホ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
、
共
同
浴
場

も
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
入
居
者
だ

け
で
な
く
、
近
隣
の
皆
さ
ん
に
も
利
用
し
て
も
ら
い
、
交
流

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
住

ま
い
の
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
、
高
齢

化
社
会
の
住
ま
い
づ
く
り
、
街
づ
く
り
の
モ
デ
ル
の
一
つ
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

住
居
は
、
高
齢
者
世
帯
用
の
ワ
ン
ル
ー
ム
か
ら
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

の
み
で
な
く
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
の
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ

プ
も
含
め
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
集
え
、
お
互
い
に

学
び
、
支
え
合
え
る
街
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
る
。
住
居
の

仕
様
は
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
で
、
入
居
希
望
者
は
自
分
の
住
ま
い

へ
の
想
い
を
で
き
る
だ
け
実
現
で
き
る
よ
う
に
設
計
士
と
相

談
す
る
楽
し
み
が
あ
る
。
私
は
夫
婦
を
中
心
と
し
た
小
さ
な

住
ま
い
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
独
立
し
た
小
部
屋
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
設
費
用
は
、
も
ち
ろ
ん
入
居

者
負
担
で
あ
る
。
今
回
の
計
画
に
は
賃
貸
希
望
の
方
も
お
ら

れ
る
の
で
、
オ
ー
ナ
ー
と
な
る
人
も
募
集
し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
目

指
し
、
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
の
企
画
だ
け
で
な
く
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
終
の
棲
家
と
で
き
る
よ
う
に
、
戸
建
住
宅
の

改
造
、
建
設
な
ど
の
企
画
・
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

会員リレーエッセイ ◆◆82◆◆原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

囲 碁 

（解答は4面にあります） （解答は4面にあります） 
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■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先コウ　5分で中級者 
〈ヒント〉 一歩ふみ込んだ読みが 
 必要です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉序の三手がポイント。 
 10分で初段。 

123456
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三 

四 
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一 

87654321

二 

三 

四 

五 
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七 

八 

九 

角 

桂 

銀 

桂 金 
飛 桂 銀 

玉 
歩 歩 

銀 

新年号新年号 
クロスワードパズル 

答え 

新年号 
クロスワードパズル 

答え 

多数のご応募ありがとうございました。 
抽選の上、5人の方々に図書カード 
（2,000円分）をお送りしました。 

を
ス
プ
リ
ッ
ト
し
て
最
後
の
二

十
単
位
に
も
手
を
つ
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
Ａ
の
ス
プ
リ
ッ
ト

で
は
も
う
一
枚
ず
つ
し
か
引
け

な
い
の
で
、
こ
ち
ら
の
手
は
結

局
十
五
と
十
六
、
デ
ィ
ー
ラ
ー

の
も
う
一
枚
が
七
以
上
な
ら
お

し
ま
い
で
す
。「
も
は
や
こ
れ

ま
で
か
」
と
観
念
し
た
と
こ
ろ
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
も
う
一
枚
は
二

で
、
続
い
て
十
を
引
き
バ
ス
ト

と
な
り
、
危
う
く
難
を
逃
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
は
か
な
り
の
プ

ラ
ス
と
な
り
、
最
終
的
に
八
十

単
位
つ
ま
り
最
初
の
資
金
の
半

分
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
「
や
っ
ぱ
り
半
分
負
け
た
」

と
考
え
る
べ
き
か
「
よ
く
ぞ
半

分
残
し
た
」
と
考
え
る
か
は
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
三
年
前

ぐ
ら
い
の
未
学
習
の
筆
者
だ
っ

た
ら
、
と
っ
く
に
す
べ
て
の
資

金
を
失
っ
て
い
た
の
は
ほ
ぼ
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
あ
、
い

ず
れ
に
せ
よ
次
回
の
資
金
の
た

め
に
も
、
当
分
は
額
に
汗
し
て

地
道
に
働
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
が
・
・
・
。

安
心
し
て

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

住
ま
い
づ
く
り白

崎
　
良
明
（
金
沢
市
・
内
科
）




